
はじめに

北海道では森林や樹木の害虫として多くの種が記録されて
きた。しかし，最近になっても外来種の侵入や在来種の害虫
化による過去に例のない害虫被害が観察されている。これら
の中には被害未記録の種や害虫の特徴が明確にされていない
種がある。一方，害虫とされてきた種の中には被害が極めて
軽微なものや被害実態がはっきりしないものが含まれている。
また，種の分類学的見直しにより被害との関係が不明瞭にな
った害虫や種の同定に問題がある被害記録がある。この報告
では北海道に生息する膜翅目（ハチ目）ハバチ亜目の樹木害
虫について，害虫とされてきた種の知見を整理し被害実態を
より明確にするとともに，これまで被害記録がなかった害虫
やよく知られていない害虫の特徴・生態・被害をシリーズで
解説する。第１報ではナギナタハバチ科・ヒラタハバチ科・
ミフシハバチ科・コンボウハバチ科を取りまとめる。
検査標本はほとんどが国立科学博物館に保管されるが，異

なる場合は保管場所を標本末尾に以下のとおり省略して記し
た：北海道大学総合博物館（HU），北海道立林業試験場（HFRI）。
なお，検査標本の種の同定はヒラタハバチ科については国立
科学博物館の篠原明彦氏，ミフシハバチ科とコンボウハバチ
科については筆者による。標本データは基本的に標本ラベル
に書かれたとおりローマ字で記述する。農薬に関する記述は

農 林 水 産 消 費 安 全 技 術 セ ン タ ー の ウ エ ブ サ イ ト
http://www.acis.famic.go.jp（２００９年１０月時点）を参考にした。

１．ナギナタハバチ科Xyelidae

ナギナタハバチ亜科Xyelinaeに属するマルナギナタハバチ
１種の被害が確認されている。ナギナタハバチ亜科の幼虫は
乳白色，小さな胸脚を持ち，腹脚を欠き，尾端がやや尖る。
単 眼 は 触 角 孔 に 近 接 し，触 角 は ６ ～ ７ 節（SMITH&
MIDDLEKAUFF，１９８７）。

１） マルナギナタハバチPleroneurapiceaeSHINOHARA&HARA

幼虫がアカエゾマツの新芽に潜入し内部を食害し，枝の生
長を阻害する。本種は１９３１年に大雪山で採集された標本に基
づきヨーロッパに産する“Pleroneuradahli”としてTAKEUCHI

（１９３８）により国内から初めて報告された。しかし，SHINOHARA
（１９９５）において北海道にのみ分布する新種とされた。古くは
大雪山や阿寒で採集される程度であったが，１９８０年代以降は
道内各地で見つかっている（SHINOHARA，１９９５参照）。被害は
１９９２年に初めて確認されており（原，１９９４，“ナギナタハバチ
の１種”），近年になって害虫化した種と考えられる。本種は
日本応用動物昆虫学会（２００６）の「農林有害動物・昆虫名鑑」
には掲載されていない。
形態・生態 成虫の形態についてはSHINOHARA（１９９５），幼
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生期の特徴・生態については原（１９９４，１９９６）を参照。被害
診断の参考となる写真が原（１９９４，成虫・幼虫・被害ほか），
原・篠原（２００５a，成虫・幼虫・被害），原ほか（２００６，幼虫
・被害）などに掲載されている。
分布 北海道；大雪山系や阿寒のほかに置戸・足寄・上士

幌・新得・旭川・美唄などで採集されている（SHINOHARA，
１９９５参照）。
被害 激しい被害は１９９２年に厚真のアカエゾマツ若齢人工

林で初めて観察された（原，１９９４）。被害は１９９４年，１９９６年
にも見つかり（福山ほか，１９９５；伊藤ほか，１９９７），道内の
広い範囲で確認された（原，１９９７）。しかし，１９９７年以降は
報告がない。現在でも食痕は道内各地の天然林や人工林で普
通に見られるが，激しい被害は発生していないようである。
緑化樹での発生は観察していない。幹の頂芽を食害すること
はまれで被害により複数の幹が立つことはないが，激しい食
害が何年も続くと枝が減少した異常な樹形になり生長量も低
下する（原，１９９６；MASAKA&HARA，２０００；真坂・原，２０００）。
防除 被害木は生長量が低下する程度であるため，森林で

は防除の必要はないと考えられる。

２．ヒラタハバチ科Pamphiliidae

針葉樹を宿主とするマツヒラタハバチ亜科と広葉樹や草本を
宿主とするヒラタハバチ亜科に分けられる。幼虫は葉間に糸を張
り巡らしたり糸で葉を巻いたりして巣を造って葉を食べる。

ヒラタハバチ科の幼虫は細長い円筒形で腹脚を欠き，触角
と胸脚は細長く，腹部先端両側に細い突起（尾肢）を持つな
どが特徴である（SMITH&MIDDLEKAUFF，１９８７）。

２A．マツヒラタハバチ亜科Cephalciinae

北海道では６種が害虫として記録されているが，１種は分類
学的再検討が必要である。なお，１９５５年中標津で“ヒラタハ
バチの１種”によるトドマツ人工林被害の記録があるが（林
野庁森林害虫防除室，１９５５），正体不明である。また，１９５８
年弟子屈で“モミヒラタハバチ”によるモミ林の食害記録が
あるが（林野庁，１９５８），“８月１日発見”“発見当時針葉を食
害し蛹化期であった”という記述から判断してヒラタハバチ
科（土中で春に蛹化する）とは考えにくい。また，渡邊（１９３７）
はマツヒラタハバチCephalcianigricoxae（MATSUMURA,１９１２）
を害虫として挙げているが，被害記録はなく（ハラアカトウ
ヒヒラタハバチを参照），日本応用動物昆虫学会（２００６）の

「農林有害動物・昆虫名鑑」にも掲載されていないので除外
した。

１）ニホンアカズヒラタハバチ

AcantholydanipponicaYANO&SATO

マツ属やカラマツの食葉性害虫である。本種は１９２８年に新
種として発表されて以来，近年まで本州でのみ生息が確認さ

れてきた。本州では古くからマツ属の害虫とされてきたが
（渡辺，１９３７；日本応用動物昆虫学会，１９８０），被害記録はな
いようである（井上，１９６０及びSHINOHARA，１９９７参照）。とこ
ろが，１９９４年に初めての被害が北海道で確認され，道内に生
息することが明らかになった（福山ほか，１９９５；SHINOHARA，
１９９７）。本州からの侵入種と考えられる（前藤・福山，１９９６
及びSHINOHARA，１９９７参照）。ただし，マツ属も宿主とするた
め在来種の可能性が残る（SHINOHARA，１９９７）。
形態・生態 成虫の形態についてはSHINOHARA（１９９７，２００１），

幼虫の特徴については篠原・原（２００５），生態については前
藤・福山（１９９６）を参照。被害診断の参考となるカラー写真
が篠原・原（２００５，成虫・卵・幼虫），原ほか（２００６，幼虫），
木野田（２００６，成虫）に掲載されている。
分布 北海道・本州（SHINOHARA，２００１）。道内では苫小牧

・千歳で採集されており（SHINOHARA，１９９７），他に江別・札
幌・恵庭で被害記録がある（伊藤ほか，１９９７など）。今のと
ころ他地域では未確認である。
被害 北海道では１９９４年に初めて“ヒラタハバチの１種の

３”として福山ほか（１９９５）により報告された。被害は１９９４
～１９９８年まで苫小牧から札幌にかけてのカラマツ林を中心に，
カラマツヒラタハバチの被害と混在して継続的に発生した

（福山ほか，１９９５；伊藤ほか，１９９６；伊藤ほか，１９９７；福山
ほか，１９９８；福山ほか，１９９９）。その後，被害は２００１年に苫
小牧で再び発生した（尾崎・原，２００４）。２００２年以降は被害
報告がない。大発生の直前には温暖な年が３年続いており，
それが大発生の引き金となった可能性がある（OZAKIetal，
２００４）。被害が終息した原因は不明である（原・林，１９９８）。
カラマツのほかにストローブマツも被害を受け枯死が心配さ
れた（伊藤ほか，１９９６）。しかし，両樹種とも本種の食害や
穿孔虫等の二次被害による枯死木の発生は報告されていない。
なお，２００５年に成虫が建造物の屋上に大量飛来し排水口が詰
まって困るという相談があった。
防除 食害により木が枯死した例はないため，森林では防

除の必要はないと考えられる。しかし，食害様式がほぼ同じ
ニホンカラマツヒラタハバチではカラマツヤツバキクイムシ
の二次被害による枯死木の発生例があり，本種でも注意が必
要である。カラマツヤツバキクイムシの防除については小泉

（１９９４）を参照。農薬についてはオオアカズヒラタハバチを参照。

２）オオアカズヒラタハバチCephalciaisshikiiTAKEUCHI

トウヒ属の食葉性害虫として古くから知られている。
TAKEUCHI（１９３０）により１９１８年に大雪山で採集された標本に基
づき新種記載された。被害は１９３０年台以降しばしば報告され
ている。
形態・生態 前藤（１９９０，１９９１，１９９４）による詳細な解説

がある。また，成虫の形態はTAKEUCHI（１９３０），幼虫の形態は
奥谷ほか（１９５９）に詳述されている。被害診断の参考となる
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カラー写真が富樫（１９６５，成虫），奥谷（１９７７，成虫），篠原
・原（２００５，成虫・幼虫・巣），原ほか（２００６，幼虫・巣）
に掲載されている。
分布 北海道・本州・九州（SHINOHARA,１９９８）。被害は以下

に記したように道内の広い範囲で観察されている。
被害 北海道では被害は１９３８年頃に初めて発生した（内田

・西川原，１９４１）。それ以降，被害は頻繁に観察されるよう
になり，被害発生地域は網走・十勝・上川・留萌・空知・石
狩・胆振・日高・後志・渡島地方というように全道の広い範
囲 に 及 ぶ（前 藤，１９９０；小 泉 ほ か，１９９１；福 山 ほ か，
１９９２，１９９３，１９９４，１９９５；伊藤ほか，１９９７；福山ほか，１９９８）。
１９９８年以降は被害記録がないが，小規模な食害は時々観察さ
れる。被害地で枯死木が発生した例がある（松下，１９４３；前
藤，１９９１）。
防除 ヤツバキクイムシの密度が高い林やナラタケ病が発

生しやすい林では本種の発生経過に注意する必要がある（前
藤，１９９４）。ヤツバキクイムシの防除については吉田（１９９４a）
を参照。雌成虫はほとんど飛翔せず幹を歩いて上るので，幹
に粘着剤（商品名カミキリホイホイなど）を取り付けること
で捕獲でき（前藤，１９９１），駆除にも応用可能である（佐々
木ほか，１９９２；小野寺ほか，１９９３）。ただし，小鳥やコウモ
リなどが捕獲される可能性があるため，粘着剤を目の粗い網
で覆うなどして誤捕獲を防ぐ必要がある。“まつ類”の“ハバ
チ類”に適用可能な農薬としてMEP乳剤（商品名スミパイン
乳剤・普通物・魚毒性B）及びジフルベンズロン水和剤（商
品名デミリン水和剤・普通物・魚毒性A）があり，本種に対
して有効である（前藤，１９９１，１９９４）。

３）カラマツヒラタハバチCephalciakoebelei（ROHWER）

カラマツの食葉性害虫である。１９１０年に日本（産地不詳）
の標本に基づき記載された。本州では古くから被害記録があ
るが（矢野，１９２０など），一部はニホンカラマツヒラタハバ
チの被害である（SHINOHARA，１９９７参照）。北海道では１９９４年
に初めて発見され（福山ほか，１９９５），道外からの侵入種と
考えられる（前藤・福山，１９９６；SHINOHARA，１９９７）。本種は
日本応用動物昆虫学会（２００６）の「農林有害動物・昆虫名鑑」
には掲載されていない。
形態・生態 成虫の形態についてはSHINOHARA（１９９７），幼虫

の特徴や生態については前藤・福山（１９９６），岡田・岩間（１９９９）
を参照。被害診断の参考となるカラー写真が篠原・原（２００５，
成虫・幼虫），原ほか（２００６，幼虫・巣）に掲載されている。
なお，奥谷ほか（１９５９）の“カラマツヒラタハバチ”の幼虫
の記載は体色が緑色であることから本種と考えられる。
分布 北海道・本州・ロシア；道内では札幌・恵庭・千歳

・苫小牧で採集されている（SHINOHARA，１９９７）。他に江別
（伊藤ほか１９９７など），小樽（福山ほか１９９９），北広島（尾崎
ほか２０００など）で被害が記録されている。今のところ他地域

では未確認である。
被害 北海道では１９９４年に“ヒラタハバチの１種の２”と

して初めて記録された（福山ほか，１９９５）。被害は１９９４～１９９９
年まで札幌から苫小牧にかけてニホンアカズヒラタハバチの
被害と混在して継続的に発生した（福山ほか，１９９５；伊藤ほ
か，１９９６，１９９７；福山ほか，１９９８，１９９９；尾崎ほか，２０００）。
その後，同地域内で小規模な被害が２００２年，２００４年に報告さ
れた（尾崎・原，２００４；上田・原，２００７）。大発生の直前に
は温暖な年が３年続いており，それが大発生の引き金となっ
た可能性がある（OZAKIetal，２００４）。被害が減少した主な原
因の一つはヒメバチ科の１種（Homaspissp.）の捕食寄生によ
ると考えられる（原・林，１９９８，１９９９）。秋の潜土幼虫密度
は夏の被害発生地よりも北北西で高い傾向があり，被害が成
虫期の主風の風下側に移動する可能性，並びに被害度が高い
ところでは被害後の幼虫密度が低いことが報告されている

（鷹尾ほか，１９９８）。ヒメバチ科の１種はカラマツヒラタハバ
チの幼虫が樹上にいるときに産卵するが，食べるのは幼虫潜
土後である（原・林，１９９８，１９９９）。摂食期の幼虫密度が高
く被害が激しいところで被害後の潜土幼虫密度が低いのは，
幼虫の増加に少し遅れてヒメバチ科の１種が増加することに
よると思われる。本種の食害や穿孔虫等の二次被害による枯
死木の発生は報告されていない。
防除 食害により木が枯死した記録はないため，森林では

防除の必要はないと考えられる。しかし，食害様式がほぼ同
じニホンカラマツヒラタハバチではカラマツヤツバキクイム
シの二次被害による枯死木の発生例があり，本種でも注意が
必要である。カラマツヤツバキクイムシの防除については小
泉（１９９４）を参照。農薬についてはオオアカズヒラタハバチ
を参照。

４）ニホンカラマツヒラタハバチ

CephalcialariciphilajaponicaSHINOHARA

カラマツの食葉性害虫である。本種とカラマツヒラタハバ
チは長い間混同されてきたが，１９９７年に別種にされた
（SHINOHARA，１９９７）。本州におけるカラマツヒラタハバチによ
る１９８０年頃の被害は本種の誤同定であり，１９１０年代の被害記
録も本種と考えられる（SHINOHARA，１９９７）。北海道では１９９３
年に初めて分布及び被害が確認された（福山ほか，１９９４）。本
州からの侵入種と考えられる（前藤・福山，１９９６及びSHINOHARA，
１９９７参照）。本種は日本応用動物昆虫学会（２００６）の「農林
有害動物・昆虫名鑑」には掲載されていない。
形態・生態 成虫の形態についてはSHINOHARA（１９９７），幼生

期の特徴や生態については小島（１９８３，“カラマツヒラタハバ
チ”），前藤・福山（１９９６），佐藤（１９９６），篠原・原（２００５）
を参照。宿主としてカラマツ（SHINOHARA，１９９７など）のほか
にグイマツ（真宮ほか，１９９５）が報告されている。被害診断
の参考となるカラー写真が篠原・原（２００５，成虫・卵・幼虫），
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原ほか（２００６，成虫・幼虫）に掲載されている。
分布 北海道・本州；別亜種はヨーロッパからシベリア・

中国（SHINOHARA，１９９７）。道内で被害が確認されているのは
清里・小清水・東藻琴・美幌・津別・弟子屈・標茶・阿寒で
ある（OZAKIetal，２００４など）。今のところ他地域では未確認
である。
被害 北海道では１９９３年に弟子屈で被害が確認され，“ヒラ

タハバチの１種”として報告された（福山ほか，１９９４）。被
害は徐々に拡大し，２０００年に最大１６,０００haに達した後，減少
して２００４年まで続いた（福山ほか，１９９４；伊藤ほか，１９９６，１９９７；
福山ほか，１９９８，１９９９；尾崎ほか，２０００，２００１；尾崎・原，
２００４；上田ほか，２００４；上田・原，２００６）。それ以降は被害
記録がないが，土壌中の個体密度は比較的高く維持されてい
る（坂西ほか，２００８）。大発生の直前には温暖な年が３年続
いており，それが大発生の引き金となった可能性がある
（OZAKIetal，２００４）。低密度化の要因として土壌中における個
体数の減少と成虫期の減少が重要と考えられるが，減少原因
は不明である（坂西ほか，２００８）。本種の被害はグイマツよ
りもカラマツで激しい（真宮ほか，１９９５）。カラマツ被害木
では生長量が低下する（斉藤・小西，１９９７）。長野県では食
害によると考えられる枯死木の大量発生が報告されている
（小島，１９８３，“カラマツヒラタハバチ”）。道内では食害が直接
の原因と考えられる枯死木の発生は観察されていないが，木
を枯らすカラマツヤツバキクイムシによる二次被害が報告さ
れている（尾崎・原，２００４）。
防除 被害が長期化し著しく拡大したため，道央で発生し

たカラマツヒラタハバチの主要天敵であるヒメバチ科の１種
（Homaspissp.）の導入による防除試験が行われた（原・林，
１９９８，１９９９）。しかし，導入地でのヒメバチ科の１種の密度
は低く推移した（坂西ほか，２００８）。森林ではカラマツヤツ
バキクイムシの二次被害に注意が必要で，その防除方法につ
いては小泉（１９９４）を参照。農薬についてはオオアカズヒラ
タハバチを参照。

５）タカネヒラタハバチCephalciavariegataTAKEUCHI

ハイマツの食葉性害虫である。TAKEUCHI（１９３０）により長野
県や北海道（大雪山，１９３０年採集）の標本に基づき新種とし
て記載された種である。被害は１例報告されており，大雪山
系高根ヶ原で１９７９～８０年代にかけて発生し，被害地では大量
のハイマツが枯死した（TOGASHI&YOSHIDA，１９８８；渡辺，
１９９０，“ハバチの１種”；吉田・前藤，１９９１）。なお，この被害
をタカムクカレハによるとする記述もあるが（神保，１９８４；
中島，１９８７），１９８３年以降の食害は主に本種による（吉田・
前藤，１９９１）。本種は日本応用動物昆虫学会（２００６）の「農
林有害動物・昆虫名鑑」には掲載されていない。
形態・生態 成虫の形態についてはTAKEUCHI（１９３０，１９３８）

及び富樫（１９６５），幼生期の特徴や生態についてはTOGASHI&

YOSHIDA（１９８８），吉田・前藤（１９９１），吉田（１９９４b）を参照。
被害診断の参考となる写真が富樫（１９６５，成虫），吉田・前
藤（１９９１，成虫・卵・幼虫・被害），吉田（１９９４b，成虫・卵
・幼虫・被害）に掲載されている。
分布 北海道・本州・サハリン；高山性の種である（TAKEUCHI，

１９３８）。
被害 被害は大雪山系高根ヶ原のハイマツにおいて１９７９年

から発生し（TOGASHI&YOSHIDA，１９８８），１９８３～８６年に記録
されている（小泉，１９８４，“ハバチの１種”；小泉，１９８５，“ヒ
ラタハバチの１種”；吉田，１９８７a，１９８７b）。１９８９年秋の段階
では枯死の進行はほぼおさまっていたが，以前枯れたものは
ほとんど回復していない（渡辺，１９９０，“ハバチの１種”）。被
害発生及び終息原因は不明である。食害が枯死の直接の原因
とは考えにくく，食害による失葉で枝が雪上に出る時期が早
まり，寒風による乾燥害で枯死したと考えられる（吉田・前
藤，１９９１）。
防除 防除方法は確立されていない。

６）ハラアカトウヒヒラタハバチ（新称）

Cephalciasemiflava（MATSUMURA）

別名 ハラグロヒラタハバチ，ハラアカヒラタハバチ。
Cephalcia属は分類学的再検討が必要で，２～３の特徴的な

種を除き同定が困難である（SHINOHARA&YAMADA，２００５）。本
種は，松村（１９１２）により“ハラグロヒラタハバチLyda
semiflava”として北海道から新種記載された。UCHIDA（１９４９）
は 本 種 を ユ ー ラ シ ア に 広 く 分 布 す るCephalciaabietis
（LINNAEUS）のシノニムとしたが，これには異論もある（竹内，
１９５５）。また，松村（１９１２）は本種にハラグロヒラタハバチ
の和名を与えたが，それに反して腹部背面は暗黄色または赤
黄色と記述しており，UCHIDA（１９４９）は和名をハラアカヒラ
タハバチに変更した。しかし， 和名 ハラアカヒラタハバチ
はUCHIDA（１９４９）が本種に採用する以前からPamphilius
venustus（SMITH）に用いられている（TAKEUCHI，１９３０など）。一
方，井上（１９６０）は“ハラアカヒラタハバチCephalciaabietis”
と“マ ツ ヒ ラ タ ハ バ チCephalciaabietisf.nigricoxae
（MATSUMURA）”について解説する際に，後者の下でUCHIDA
（１９４９）及び谷口（１９４９）の北海道産Cephalciaabietisの報告
内容を記述したが，その理由は示されていない。マツヒラタ
ハバチはマツ属を食べるとされ（松村，１９１２），近年は独立
種Cephalcianigricoxaeとされている（奥谷，１９６７；阿部・富
樫，１９８９）。このような状況のため，ここでは竹内（１９５５）
にしたがって松村（１９１２）の学名を採用し，和名として新た
にハラアカトウヒヒラタハバチを与えることにする。本種は
日本応用動物昆虫学会（２００６）の「農林有害動物・昆虫名鑑」
には掲載されていない。
形態 幼虫の色彩は多様だが，普通，摂食期間は頭部が黒

く胸腹部が灰緑色で暗い縦縞を持つ；巣は卵程度の大きさで，
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幼虫が集団で住み，糞が多数絡みつく（写真－１）（UCHIDA，
１９４９）。老熟すると体長２０mm，頭部は褐色になる（写真－２）。
土中の幼虫は頭部が褐色，胸腹部全体が緑色または黄緑色
（UCHIDA，１９４９）。潜土幼虫の体長は雌１８mm内外，雄１４mm内
外（谷口，１９４９）。雌成虫は体長１２mm，腹部背面は暗黄色ま
たは赤黄色（写真－３）（松村，１９１２；竹内，１９５５）。卵は楕
円形，透明な緑色（谷口，１９４９）。北海道ではトウヒ属を食
べるヒラタハバチ科は７種確認されている（東浦ほか，１９９２）。
本種の幼虫はたいてい数頭の集団で糞の塊のような巣を作り，
終齢の頭部が褐色であることで区別可能なようである。
生態 宿主はドイツトウヒ（谷口，１９４９；UCHIDA，１９４９），

エゾマツ（竹内，１９５５，引用元不明），エゾマツ・アカエゾ
マツ（東浦ほか，１９９２，“？マツヒラタハバチ”），モミ類（奥
谷，１９６７，引用元不明）。年１回発生，成虫は６月初め～７
月中旬に出現；卵は１～３個ずつ前年枝の葉に産みつけられ
る；幼虫は１年生以上の小枝の分岐部に集団で巣を作る；摂
食時期は６月下旬～８月初めで，その後，土中（一般に深さ
１０cm）に潜る；１世代１～３年を要する（UCHIDA，１９４９）。
雌の飛翔力は弱く，幹をのぼって葉に産卵する；５月下旬～
６月中旬に蛹になる（谷口，１９４９）。幼虫集団が数十頭に及
ぶことがあるといわれているが（谷口，１９４９），大発生にお
ける観察と思われる。成虫が春出現するタイプと夏出現する
タイプがあり（東浦ほか，１９９２，“Cephalciasp.１ ？マツヒラタ
ハバチ”と“Cephalciasp.５”），オオアカズヒラタハバチの
ように成虫羽化時期に変異があると思われる。
分布 北海道（松村，１９１２）。北海道では全域に分布する

（UCHIDA，１９４９）。
被害 被害は１９４０年代後半に空知地方の３０～４０年生，胸高

直径３０cm内外のドイツトウヒ林で発生した（谷口，１９４９）。鉄
道防雪林で被害がある（UCHIDA，１９４９）。１９５２年に浦臼のド
イツトウヒ人工林で被害が発生した（林野庁森林害虫防除室，
１９５２）。これ以降ではトウヒ属に“ヒラタハバチ科のハバチ”
が散見されたという報告（吉田，１９８７a，１９８７b）がある程度
で，被害は記録されていない。しかし，１９９１年に新得町の庭
木のアカエゾマツ被害に関する相談を受けた。食害や二次被
害による枯死木の発生は記録がない。
防除 常緑針葉樹は食葉性害虫の被害に比較的弱いので注

意が必要である。農薬についてはオオアカズヒラタハバチを
参照。ヤツバキクイムシの二次被害による枯死木の発生も心
配される。ヤツバキクイムシの被害は山地で多いが，空知地
方のドイツトウヒ防風林で発生した例がある（池ノ谷，２００７）。
ヤツバキクイムシの防除方法については吉田（１９９４a）を参照。

２B．ヒラタハバチ亜科Pamphiliinae

３種が害虫として知られているが，それらのうち１種は害
虫とはいい難い。

１）サクラヒラタハバチNeurotomairidescens（ANDRÉ）

サクラなどの食葉性害虫として古くから知られている（渡
邊，１９３７；井上，１９６０）。北海道からは１９１２年に松村（１９１２）
により“クロヒラタハバチLydanigricans”として記録された。
道内ではこれまで被害記録がないが，公園などで食害が観察
される。
形態・生態 成虫の形態についてはSHINOHARA（１９８０），幼生

期の形態・生態については奥谷・三方（１９５８），幼虫の形態
の詳細については奥谷ほか（１９５９）を参照。被害診断の参考
となる写真が富樫（１９６５，成虫），上住（２００３d，幼虫・巣），
藤原（２００４，幼虫），伊藤（２００５，幼虫），篠原・原（２００５，
成虫・幼虫・巣），原ほか（２００６，幼虫・巣）に掲載されて
いる。宿主は狭義のサクラ属Cerasus・ナナカマド（奥谷・三
方，１９５８），クロミサンザシ（SHINOHARA&HARA，１９９９）。ズ
ミの記録（渡邊，１９３７）は疑わしい（SHINOHARA&OKUTANI，
１９８３）。
分布 北海道・本州・四国・九州・千島・韓国・シベリア

・ヨーロッパ（SHINOHARA，１９８０）。道内では札幌（SHINOHARA，
１９８０），美唄（SHINOHARA&HARA，１９９９）程度しか記録が無
いようであるが，平地から山地まで広い範囲で採集されてい
る（検査標本参照）。
被害 庭や公園のサクラやナナカマドで時々発生し幼虫集

団が大きいため食害が目立つ。道内では木の全葉を食べつく
すような被害は観察していない。奥（２００３a）によれば果樹園
ではほとんど見られないが，シダレザクラなどに多発する。
防除 幼虫を巣ごと除去する（藤原，２００４；伊藤，２００５）。
検査標本 Hokkaido:１♂,Rausu,１７−１８.VII.１９９７,A.
SHINOHARA;１♂,Shikaoi,Yamada-onsen,２４−２５.VI.２００５,H.
HARA;１♂,Kamikawa,Sounkyo,２８.VI.１９９９,H.HARA;１♀,
Shiribeshi,Nakayama-toge,２６.VI.１９９１,A.SHINOHARA;１♀,同前
た だ し,２９−３０.VI.２００２;１♀,Shikotsu-ko,１９.VI.１９９７,A.
SHINOHARA.

２）ハマナスヒラタハバチPamphiliusstramineipes（HARTIG）

ハマナスなどバラ属の食葉性害虫である。十勝新得で１９９０
年に激しい食害が観察され，日本（北海道）における生息が
初めて確認された（SHINOHARA&HARA，１９９１）。その後は道
内各地で見つかっているが，１９９０年より前の標本が認められ
ないことなどから，希少な在来種が突然害虫化したかあるい
は道外から侵入したと思われる（篠原・原，２００１）。本種は
日本応用動物昆虫学会（２００６）の「農林有害動物・昆虫名鑑」
には掲載されていない。
形態・生態 成虫の形態についてはSHINOHARA（１９８８），幼

虫の形態については篠原・原（２００５）及びSHINOHARA&HARA
（２００６），生態についてはHARA（１９９３）を参照。宿主は国内で
はハマナス・ヨーロッパハマナス（HARA，１９９３），ノイバラ
（篠原・原，２００１；検査標本参照）。被害診断の参考となるカ
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ラー写真が篠原・原（２００５，成虫・幼虫・巣），原ほか（２００６，
幼虫・巣）に掲載されている。
分布 北海道（SHINOHARA&HARA，１９９１），南千島・サハ

リン・シベリア・ヨーロッパ（SHINOHARA，１９８８）。新得で発
見されて以降，帯広・上士幌・大雪山系周辺・空知地方南部
でも確認されている（篠原・原，２００１；検査標本参照）。
被害 十勝新得の庭のハマナスで激しい食害が１９９０年から

３年続き，３年目に枝枯れが観察された（HARA，１９９３）。その
後，２０００年代に入って美唄や三笠でも庭のハマナスなどで激
しい食害を観察している（検査標本参照）。
防除 幼虫を取り除く。商品栽培上は通常，様々な害虫駆

除のために農薬散布が行われるため本種も同時に駆除される
と思われる。
検査標本 Hokkaido:１♀,Higashikawa,Asahidake-onsen,２３−

２６.VI.１９９８,A.SHINOHARA;１♀,Kamishihoro,Nukabira-onsen,
１２.VII.１９９８,T.SHINOHARA;１♀,Shikaoi,Yamada-onsen,２１−２４.
VI.１９９７,A.SHINOHARA;１♀,Bibai,col.larva１５.VII.１９９７,em.
２９.V.１９９８,host:Rosamultiflora,H.HARA;１♂,Bibai,２７.V.
１９９８,H.HARA;２♀,同前ただし,１８.VI.２００４;９♀９♂,Bibai,
Koshunai,３.VI..２００５,H.HARA;３♀６♂,Mikasa,５.VI.２００５,H.
HARA.

３）シマヒラタハバチPamphiliusvolatilis（SMITH）

別名ヒラタハバチ。
幼虫はサクラなどの葉を食べる。古くから害虫とされ（渡

邊，１９３７など），日本応用動物昆虫学会（２００６）の「農林有
害動物・昆虫名鑑」にも掲載されているが，害虫とするほど
の被害例はないようである（井上，１９６０参照）。北海道に分
布することを最初に示したのは竹内（１９５５）と思われるが，
１９３０年に道内で採集された標本を確認した（検査標本参照）。
形態・生態 成虫の形態についてはSHINOHARA（１９８５），幼

生期の形態・生態については奥谷・三方（１９５８）を参照。被
害診断の参考となる写真が富樫（１９６５，成虫），篠原・原

（２００５，成虫・幼虫・巣）に掲載されている。宿主は狭義の
サクラ属Cerasus・クロミサンザシ（SHINOHARA&OKUTANI，
１９８３；SHINOHARA&HARA，１９９９）。渡邊（１９３７）はハンノキ
としているが，誤同定に基づくものであろう（SHINOHARA&
OKUTANI，１９８３）。日本応用動物昆虫学会（２００６）の「農林有
害動物・昆虫名鑑」では加害作物としてサクラのほかにナシ
属果樹・モモ・ネクタリン・スモモ類果樹・ウメ・アンズを
挙げているが（引用元不明），再確認が必要である。
分布 北海道・本州・九州・ウスリー・朝鮮半島（SHINOHARA，

１９８５）。道内では斜里・上士幌・足寄・様似・札幌・中山峠
（SHINOHARA，１９８５），美唄（SHINOHARA&HARA，１９９９）で確
認されており，平地から山地まで広く生息する。
被害・防除 北海道ではこれまで被害記録はなく，市街地

の緑化樹や森林どちらでもまれに観察される程度である。現

状では防除は不要である。
検査標本 Hokkaido:２♀１♂,Sapporo,１６−２６.V.１９３０,S.FUJII.

３．ミフシハバチ科Argidae

日本産の種はミフシハバチ亜科とクワガタハバチ亜科に分
けられる。どちらの幼虫も広葉樹や草本の葉を食べる。
本科の幼虫はいわゆるイモムシで腹脚がある。チョウやガ

（鱗翅目）の幼虫に似るが，腹脚が腹端節のものを除き５対
以上あり腹部第２節にもあること，及び単眼が１対であるこ
となどにより区別できる（鱗翅目幼虫では腹脚は腹端節のも
のを除き４対以下で腹部第２節にはなく，単眼は６対）（奥谷
ほか１９５９）。ハバチ亜目の他科との区別点は，胸脚の爪にパッ
ド状の付属物を持ち，腹部１～９節背面の小環節数が２～３

（背面のしわが１～２本）などである（SMITH&MIDDLEKAUFF，
１９８７）。生活環が不規則な種が多い（SHINOHARAetal，２００９な
ど）

３A．ミフシハバチ亜科Arginae

樹木害虫として北海道では６種確認されてきた。今回，新
たに２種ハサミルリチュウレンジ・ウンモンチュウレンジを
害虫として追加するとともに，ニホンチュウレンジを北海道
から初めて記録する。ミフシハバチ亜科の幼虫は腹部末端

（第１０節）に小突起を欠く。

１）ハサミルリチュウレンジArgeberberidisSCHRANK

別名ハサミチュウレンジ。
ヨーロッパではメギ属の食葉性害虫として知られている

（TAEGERetal，１９９８など）。日本では笹川（１９５８）により北海
道天塩地方で発見され国内における分布が初めて報告された。
その後長い間記録がなかったが，２００５年に道内で再発見され
（原・篠原，２００５b；検査標本参照），２００６～２００７年に被害が観
察された。被害発生地は在来のメギ属ヒロハノヘビノボラズ
の自然分布域または近隣域であることから，在来種が突然害
虫化したと思われる。
形態 幼虫については原・篠原（２００５b）を参照。成虫の形

態についてはGUSSAKOVSKIJ（１９３５）を参照。被害診断の参考と
なるカラー写真が原・篠原（２００５b，幼虫・成虫）に掲載され
ている。なお，本州には極めて良く似たArgesimillima
（SMITH）が分布するが（TAKEUCHI，１９３９），本種との形態的差
異は軽微であり，分類学的再検討が必要と考えられる

（SHINOHARA&HARA,２００７）。
生態 宿主はヒロハノヘビノボラズ（原・篠原，２００５b），

メギ（新記録）。笹川（１９５８）は北海道でヘビノボラズから
幼虫を採集したと報告したが，ヒロハノヘビノボラズと思わ
れる（奥谷，１９６７）。成虫は６月上旬～７月下旬に採集され
ただけだが，幼虫は７月と９月初めに採集され，６～７月採
集の卵は８月に成虫になり， ７月採集の幼虫は８月または
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翌春に，９月採集の幼虫は翌春に成虫になった（検査標本参照）。
以上から年２回発生するが，年１世代と年２世代の生活環が
混合している。卵は葉の組織内に３～６個ずつまとめて産み
つけられる（原・篠原，２００５b）。複数の卵塊が隣接する数枚
の葉にまとまって観察され，そばにはしばしば雌成虫がいる。
幼虫は集団性である。繭内で越冬する。
分布 北海道（笹川，１９５８），小アジア・ヨーロッパ

（GUSSAKOVSKIJ，１９３５）。道内では天塩地方の他に深川・むか
わ（穂別）で採集されている（検査標本参照）。
被害 ２００６～２００７年に深川鷹泊の蛇紋岩地にあるヒロハノ

ヘビノボラズの一部の木で全葉がなくなるような食害が観察
された。２００７年にはむかわ穂別の公園に植栽されたメギの１
品種ムラサキメギの生垣全体（全長約１００m）で激しい食害及
びそれに起因すると考えられる枝枯れが観察された。
防除 雌成虫は動作が緩慢で葉上に静止しているので捕殺

する。卵塊や幼虫を取り除く。
検査標本 Hokkaido:１♀,Fukagawa,Takadomari,２.VII.

２００５,onBerberisamurensis,H.HARA;７♀（HH０５０７０４A）,採集地
同前,col.２eggmasses２.VII.２００５,hatched１６−１８.VII.,made
cocoons６−８.VIII.,em.２９−３０.VIII.２００５,host:Berberis
amurensis,H.HARA;２♂（HH０５０９０３B）,同 前 た だ し,col.１２
gregariouslarvaecol.３.IX.２００５,madecocoons８−１０.IX.,em.
５−９.V.２００６;２♂,採集地同前,１８.VI.２００６,H.HARA;２♀,同前た
だし,１５.VII.２００６;３♀,同前ただし,２３.VII.２００６;１♀１♂,同前た
だし,９.VI.２００７;５♀７♂,同前ただし,１４.VI.２００７;１♀

（HH０７０６１４A）,同前ただし,１４.VI.２００７,near６eggmasseson
２ leavesofBerberisamurensis;１♂（?progenyofHH０７０６１４A）,
fromeggmassescol.１４.VI.２００７,hatched５.VII.,madecocoon
２７−２８.VII.,em.１６.VIII.２００７,host:Berberisamurensis;１♀,採
集地同前,２４.VI.２００７,H.HARA;１３７♀１２６♂,Mukawa,Hobetsu,
１０−１１.VII.２００７,onBerberisthunbergii,H.HARA（HFRIinpart）
;５♀４♂（HH０７０７１０F）,同 前 た だ し,col.larvae１０.VII.２００７,
madecocoons１４−２４.VII.,１♀em.７.VIII.２００７,５♀３♂em.２−２８.
IV.２００８,host:Berberisthunbergii。

２）ニレチュウレンジArgecaptiva（SMITH）

別名ムネアカルリチュウレンジ，ムネアカチュウレンジ。
ニレ属が宿主であることが古くから知られているが

（TAKEUCHI，１９３２），井上（１９６０）には被害に関する記述はな
い。奥野ほか（１９７７）による１９７０年代頃の被害が初めての被
害記録のようである。北海道では古くから生息が確認されて
いるが（松村，１９１２），これまで被害記録はない。本種は日
本応用動物昆虫学会（２００６）の「農林有害動物・昆虫名鑑」
には掲載されていない。
形態・生態 奥野ほか（１９７７）及びSHINOHARAetal（２００９）

を参照。被害診断の参考となる写真はこれらの文献のほかに
原・篠原（２００５b，幼虫・成虫），原ほか（２００６，幼虫）にも

掲載されている。宿主はニレ属で，ハンノキの記録（渡邊，
１９３７）はたぶん誤りであり，ケヤキの記録（吉田・宮下，
１９９３）は再確認が必要である（SHINOHARAetal，２００９）。
分布 北海道・本州・四国・対馬・ロシア極東・朝鮮半島

・中国・台湾・モンゴル・インド北部；道内では上川・網走
・十勝・空知・石狩・渡島地方というように広い範囲で確認
されている（SHINOHARAetal，２００９）。
被害 アキニレでは多発すると木全体の葉が食いつくされ，

樹勢が著しく衰え枯死することもある（奥野ほか，１９７７）。北
海道では被害記録はないが，２０００年に札幌で街路樹のハルニ
レを激しく食害したとされる幼虫を検査し，本種であること
を確認した。庭や公園で普通にみられ，幼虫集団が大きいた
め食害が目立つ。
防除 雌成虫は動作が緩慢で葉上に静止しているので見つ

け次第捕殺する；発生初期の幼虫は一部の枝や葉に群生して
いるので，その部分を切り取って処分する（奥野ほか，１９７７）。

３）ウンモンチュウレンジArgejonasi（KIRBY）

別名クロモンチュレンジ，ウンモンハバチ。
カマツカの食葉性害虫とする報告（渡邊１９３７）があるが，

被害記録はないようである。北海道に分布することを最初に
報告したのはTAKEUCHI（１９３２）と思われる。道内では最近，
公園や森林のアズキナシで激しい食害を観察している。本種
は日本応用動物昆虫学会（２００６）の「農林有害動物・昆虫名
鑑」には掲載されていない。
形態 幼虫（写真－４）は体長最大２５mm；頭部は黒色ま

たは褐色（終齢では黒色のみ），胸脚は黒色，胸腹部は乳白
色で尾端は黒く中齢以降では側面に黒斑が並び終齢では背面
に多数の小黒斑が現れる；腹脚は腹部第２～８節と第１０節に
ある。成虫についてはTAKEUCHI（１９３２，１９３９）及びHARAetal
（２００７）を参照。成虫のカラー写真が木野田（２００６）に掲載
されている。
生態 宿主はカマツカ（TAKEUCHI，１９３２），アズキナシ・シ

ャリントウ属の１種・クロミサンザシ（初記録，検査標本参
照）。年１回発生。成虫は６月下旬～７月上旬に出現する。
雌成虫は普通，数十卵を１枚ないしは隣接する数枚の葉の縁
に並べて産む。卵は葉縁の組織内に産みつけられる。産卵し
た葉の近くに留まっている雌成虫がしばしば観察される。幼
虫は７～８月に集団で葉を食べる。集団はたいてい２０～５０頭
からなり，移動しながら隣接する葉を次々と食べ，主脈を残
す。老熟すると土中に潜り繭になる。繭内で越冬する。
分布 北海道・本州・四国・九州・サハリン・中国・モン

ゴル（TAKEUCHI，１９３９）。道内では札幌（TAKEUCHI，１９３２），
千歳（TOGASHI，１９９７），中札内（TOGASHI，１９９８）の他に旭川
・幌加内・美唄・三笠・岩見沢・様似・苫小牧で確認してい
る（検査標本及び観察幼虫を参照）。
被害 公園や森林のアズキナシで普通にみられる。樹のほ
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とんどの葉を食べつくすような食害を２００４年旭川（公園），
２００５年美唄（森林），２００５年岩見沢（公園）で観察している。
ただし，１～数本程度の局所的な被害である。
防除 雌成虫は動作が緩慢で，葉上に静止しているので見

つけ次第捕殺する。また，雌成虫の近くの葉には卵があるこ
とが多いので，見つけて葉ごと取り除く。幼虫は群生してい
るため枝・葉ごと切り取って処分する。
検査標本 Hokkaido:１♀,Asahikawa,Kamuikotan,１.VII.

２００６,H.HARA;２♀（HH０７０７０１P）,Horokanai,Takadomari,col.
５１gregariousmiddlelarvae１.VII.２００７,madecocoons３１.VII.,
em.２１−２３.IV.２００８,host:Aria alnifolia,H.HARA;３♀

（HH９６０８１２A）,Bibai,col.larvae１０.VIII.１９９６,madecocoons１２
−１４.VIII.,em.２７−２８.IV.１９９７,host:Ariaalnifolia,H.HARA;２♀,
同 前 た だ し,col.larvae１０.VIII.１９９６,madecocoons１２−１４.
VIII.,em.２４.IV.１９９７;１♀（HH０３０７１７A）,同 前 た だ し,col.
larva１３.VII.２００３,madecocoons８−９.VIII.,em.１８.IV.２００４;１♂
（HH０３０７２０B）,Bibai,Tomei,col.larva２０.VII.２００３,em.２０.IX.
２００３,host:Ariaalnifolia,H.HARA;２♀,Bibai,Koshunai,３.VII.
２００６,H.Hara（HFRI）;３♀（HH０７０７３０A）,同前ただし,col.４
gregariousoldlarvae３０.VII.２００７,madecocoons５−７.VIII.,em.
２２−２６.IV.２００８,host:Crataeguschlorosarca;１♀,採 集 地 同 前,
２２.VI.２００８,H.HARA;１♀,Sapporo,６.VII.１９５４,M.KONISHI
（HU）;１♀,Sapporo,HokkaidoUniversityCampus,２８.VI.２００７,
A.SHINOHARA;３♀,同 前 た だ し,HokkaidoUniversityBotanical
garden;２♀２♂（HH０７０７０７C）,HokkaidoUniversity,col.larvae７.
VII.２００７,madecocoons３−１６.VIII.,em.２６.IV.−５.VIII.２００８,
host:Cotoneastersp.,H.HARA;４♀（HH０７０８０４A）,同前ただし,
col.larvae４.VIII.２００７,madecocoons１０−１８.VIII.,em.２８.IV.−
５.VIII.２００８;１♀,Tomakomai,Kasuga,２６.VI.２００８,H.HARA。
観察幼虫 Hokkaido:Manylarvae,Asahikawa,Higashiyama,

１.VII.２００４,host:Ariaalnifolia;２４gregariouslarvae,Bibai,
Tomei,１１.VII.２００４,host:Ariaalnifolia;６ gregariousfinal-

instarlarvae,Bibai,Koshunai,２３.VII.２００４,host:Ariaalnifolia;
４０gregariouslarvae,Mikasa,１１.VII.２００４,host:Ariaalnifolia;
５ gregariouslarvae,Mikasa,３１.VII.２００４,host:Ariaalnifolia;
４ gregariouslarvae,asabove;５０gregariouslarvae,Iwamizawa,
Tonebetsu,９.VII.２００５,host:Ariaalnifolia;４２gregariousold
larvae,asabovebut,２０.VII.２００５;２５gregariouslarvae,Samani,
footofMt.Apoi-dake,１２.VII.２００７,host:Pourthiaeavillosa;５３
gregariouslarvae,Tomakomai,１９.VIII.２００６,host:Ariaalnifolia。

４）リンゴチュウレンジArgemali（UCHIYAMA）

別名リンゴハバチ。
リンゴの食葉性害虫として古くから知られている。北海道

で１９００年代初頭に激しい被害が発生し，新種として発表され
た（内山，１９０６；BLANKetal，２００９参照）。しかし，その後は
被害記録がないようである。

形態 終齢幼虫（写真－５～６）は体長２０mm前後；頭部
は黄緑色，頭頂から両側に向かう暗褐色の線がある；胸腹部
は緑色，背面中央両側が淡黄色，全体に微細な褐色毛がある；
腹脚は小さく，腹部第２～６節と１０節にある（内山，１９０６；
西谷，１９１０）。幼虫の頭部は終齢前までは黒色（奥，２００３b）。
成虫についてはTAKEUCHI（１９３２），富樫（１９６５）を参照。
生態 宿主はリンゴ（内山，１９０６）とズミ（奥，２００３b）。

エゾノコリンゴで幼虫を確認した（写真－５～６）。ナシの記
録（数井，１９２４；渡辺，１９３７）は再確認を要する。北海道で
は年２回発生，成虫羽化時期は６月上旬と８月中旬；雌成虫
は葉縁の組織内に産卵する；幼虫は葉を縁から食べ，葉脈を
残す；幼虫は振動を与えると地上に落下する；老熟すると地
上に降りて乾いた雑草などに潜り繭になる；越冬は繭内で行
う（内山，１９０６）。卵は１枚の葉に１～数個ずつ産みつけら
れる（西谷，１９１０）。
分布 北海道・本州・東シベリア・朝鮮半島（GUSSAKOVSKIJ，

１９３５）。道内では三笠・札幌（内山，１９０６），苫小牧（TOGASHI，
１９９８）の記録がある。写真の幼虫は千歳産である。
被害 被害は１９０４年に北海道空知地方市来知で初めて確認

され，翌年には札幌のリンゴ果樹園で発生した；全葉を失う
ほど食害され，果実はたいてい未熟落下した（内山，１９０６）。
１９１０年代まで北海道や青森県で多発し重要害虫であったが，
近年は放任樹にみられるにすぎない（奥，２００３b）。緑化樹や
森林で多発した記録はなく，むしろまれである。
防除 果樹園では他の害虫防除のための農薬散布により駆

除されていると思われる。緑化樹における防除は現状では不
要である。

５）アカスジチュウレンジArgenigronodosa（MOTSCHULSKY）

別名バラチュウレンジ。
バラ属の食葉性害虫として古くから知られている（渡邊，

１９３７など）。北海道に分布することを最初に示したのは
TAKEUCHI（１９３２）と思われる。道内では被害記録はないが，
公園や庭で普通にみられる。
形態・生態 成虫の形態についてはTAKEUCHI（１９３２，１９３９），

幼虫の形態や生態については奥谷ほか（１９５９）や奥野ほか
（１９７７）を参照。被害診断の参考になる写真が奥野ほか（１９７７，
成虫・幼虫），奥谷（１９７７，成虫），田辺（１９７９，成虫・幼虫），
上住（２００３a，成虫），藤原（２００４，成虫・幼虫），原・篠原
（２００５b，成虫・幼虫），原ほか（２００６，幼虫）に掲載されてい
る。なお，本種は成虫・幼虫ともに色彩変異が著しく，一部
の個体はチュウレンジバチに極めてよく似ているため，種の
同定に混乱がみられる。本種の成虫は胸部に赤色部があり，
全体黒色の場合は光沢がほぼ無色（チュウレンジバチでは全
体黒色で強い青色光沢がある）（TAKEUCHI，１９３９参照），幼虫は
終齢の頭部が黄褐色（チュウレンジバチではたいてい黒褐色）

（奥谷ほか１９５９）。また，中齢から亜終齢幼虫はこれまで検査
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した限りでは，本種は胸腹部が尾端を除き一様に黄緑色だが，
チュウレンジバチでは腹部の側縁と腹面に黒小斑が現れる点
で区別できた。宿主はバラ属に限られ，セイヨウバラ・ノイ
バラ・テリハノイバラ・ニオイバラ（奥谷，１９６７），ハマナ
ス・オオタカネバラ（初記録，検査標本参照）。北海道では
成虫は６月下旬と８月下旬に，幼虫は７月上旬～８月中旬に
採集され，７月採集幼虫が成虫になった時期は７月下旬から８
月・９月・翌春と変異が大きく，８月採集幼虫は翌春に成虫
になった（検査標本参照）。以上から主に年２回発生だが３回
発生もありそうで，年１世代・２世代・３世代の生活環が混
在し，幼虫が９月にも発生すると考えられる。
分布 北海道・本州・四国・九州・サハリン・シベリア

（TAKEUCHI，１９３９）。道内では帯広・新得・幌加内・美唄・三
笠・札幌・むかわ（穂別）で確認している（検査標本参照）。
被害 木をしばしば丸坊主にする；枝の産卵痕は裂けて汚

くなり，病原菌の侵入の足がかりになる（奥野ほか，１９７７）。
道内では庭や公園で普通にみられ，集団性のため食害が目に
付きやすいが，木全体の葉を食べつくすような被害は観察し
ていない。原生花園のハマナスや野生のバラ属ではほとんど
発生がみられない。
防除 幼虫集団を取り除く。商品栽培上は農薬による防除

も必要と思われる。“ばら”では“チュウレンジハバチ”用の
農薬が各種ある。
検査標本 Hokkaido:１♀,Obihiro,Nishiobihiro,２０.VI.２００４,
H.HARA;５♂（HR９３０８１０C）,Shintoku,col.larvae９.VIII.１９９３,
madecocoons１３−２３.VIII.,em.６.V.１９９４,host:Rosarugosa,H.
HARA;２♀３♂（HH０７０８１９A）,Horokanai,Etanbetsu-toge,col.５
gregariouslarvae１９.VIII.２００７,madecocoons２０−２１.VIII.,em.
２ −１７.IV.２００８,host:Rosarugosa,H.HARA;１♂,Bibai,
Koshunai,２６.VIII.２００３,H.HARA;１♀１♂（HH０６０７１４B）,同前た
だ し,col.１２gregariouslarvae１４.VII.２００６,madecocoons１８−
２１.VII.,em.３０.VII.−２.VIII.２００６,host:Rosasp.;４♀７♂
（HH０６０７１４C）,同 前 た だ し,col.３１gregariouslarvae１４.VII.
２００６,madecocoons１８−２１.VII.,em.３０.VII.−２.VIII.２００６;１０♀４
♂（HH０４０７１１A）,Mikasa,Osato,col.１９gregariouslarvae１１.
VII.２００４,madecocoons１３−１６.VII.,em.３１.VII.−２.VIII.２００４,
host:Rosasp.,H.HARA（HFRIinpart）;９♂（HH０５０７１６R）,同前
ただし,col.１１gregariouslarvae１６.VII.２００５,madecocoons１９
−２２.VII.,em.３０.VII.−２.VIII.２００５;２♀２♂（HH０７０７０７B）,
Sapporo,HokkaidoUniversity,col.gregariouslarvae７.VII.２００７,
madecocoons１５−１８.VII.,em.２８.VII.−５.VIII.２００７,host:Rosa
acicularis,H.HARA;５♀１０♂（HH０７０７１３B）,Mukawa,Hobetsu,
col.gregariouslarvae１３.VII.２００７,madecocoons３０.VII.−７.
VIII.,４♀８♂em.１３−３１.VIII.,１♀em.４.IX.,１♂em.２１.IX.,１♂em.
１２.IV.２００８,host:Rosamultiflora,H.HARA。

６）ニホンチュウレンジArgenipponensisROHWER

古くからバラ属の害虫とされ（渡邊１９３７など），日本応用
動物昆虫学会（２００６）の「農林有害動物・昆虫名鑑」にも掲
載されているが，被害記録はないようである。今回，北海道
に分布することを初めて報告するが，激しい食害は観察して
いない。
本種はROHWER（１９１０）により日本“Osakura”の標本に基

づき記載された種で，TAKEUCHI（１９３２）は北海道を除く日本
各地やサハリンなどから記録した。検査した北海道産標本は
最も古くて１９５９年であったが（検査標本参照），古くからサ
ハリンでも記録されいることや宿主の分布から考えて外来種
の可能性は低いと考えられる。
形態 幼虫（写真－７）は体長１８mm内外；頭部は黄褐色

で頭頂会合線に沿い褐色条がある；体は緑色；胸脚は淡褐色
（奥谷ほか，１９５９）。幼虫は淡褐色の微毛に覆われ，背面に１
対の白線がある。腹脚は腹部第２～６節と１０節にある。中齢
では頭部が全体黒色の場合がある。成虫についてはTAKEUCHI
（１９３２，１９３９），富樫（１９６５）を参照。
生態 宿主はセイヨウバラ・ノイバラ・ニオイバラ（奥谷，

１９６７），オオタカネバラ（初記録，検査標本参照）。北海道で
は成虫は６月中旬～８月中旬に採集されており，幼虫は６月
下旬～９月上旬に葉上で観察された。６月下旬採集の幼虫は
７月に成虫になり，８月中旬採集の幼虫は９月または翌春に成
虫になったことから，年最大３回発生するようであるが，年
２世代と年３世代の生活環が混在していると考えられる。雌
成虫は葉縁組織内に産卵する（奥谷ほか，１９５９）。卵はたい
てい１個ずつ産みつけられる。幼虫は単独性だが，１本の木
に集中することがある。幼虫は葉を縁から食べ，小葉の主脈
を残す。土中で繭になる。越冬は繭内で前蛹になって行われ
る。
分布 北海道（初記録），本州・四国・九州・サハリン・

朝鮮半島・中国（TAKEUCHI，１９３２）。道内では深川・美唄・岩
見沢・夕張・様似・七飯で確認しており（検査標本・観察幼
虫参照），平野から山地に分布する。
被害 幼虫は公園や野生のバラ属に時々みられるが，発生

数は少なく，目立った食害は観察していない。
防除 商品栽培上は防除が必要となる可能性がある。“ば

ら”では“チュウレンジハバチ”用の農薬が各種ある。
検査標本 Hokkaido:１♀２♂,Fukagawa,Takadomari,１５.VII.

２００６,H.HARA;２♀,同前ただし,８.VII.２００６;１♀,同前ただし,
２３.VII.２００６;１♀（HH０６０８１２C）,同前ただし,col.larva１２.VIII.
２００６,madecocoon１３.VIII.,em.２０.IV.２００７,host:Rosa
acicularis;１♀（HH０７０６１４B）,採集地同前,１４.VI.２００７,laid１６
eggsscatteringlyonleafmarginsofRosaacicularisincage,１４−
１５.VI.２００７,H.HARA;１♀（progenyofHH０７０６１４B）,oviposited
１４−１５.VI.２００７,hatched２４.VI.,em.２４.VII.２００７,host:Rosa
spp.,H.HARA;１♀,採集地同前,２４.VI.２００７,H.HARA;１♀,同前
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ただし,col.larva２４.VI.２００７,madecocoon５.VII.,pupated１１.
VII.,em.１８.VII.２００７host:Rosaacicularis;１♂,採 集 地 同 前,
１.VII.２００７,H.HARA;１♀２♂,同 前 た だ し,１６.VII.２００７;１♀

（HH０７０８１９B）,同前ただし,col.larvae１９.VIII.２００７,matured
３１.VIII.,em.６.IX.２００７,host:Rosa acicularis;７♀１♂
（HH０４０８０２A）,Bibai,Bibai,col.larvae１.VII.２００４,made
cocoons３−５.VIII.,em.１４−１５.VIII.２００４,host:Rosasp.,H.
HARA;１♂,採 集 地 同 前,１１.VI.２００５,H.HARA;１♀,Bibai,
Koshunai,１９−２９.VII.２００５,H.HARA;１♀,同前ただし,２９.VII.−
５.VIII.２００５;１♂,同前ただし,１６.VIII.２００５;１♀
（HH０７０８０６E）,Yubari,Shimizusawa,col.larvae６.VIII.２００７,
madecocoons１０−VIII.,em.１９.VIII.２００７,host:Rosamultiflora,
H.HARA;３♀１♂（HH０７０８０６F）,Yubari,Shikanotani,col.larvae６.
VIII.２００７,madecocoons１２−１４.VIII.,em.１９−２２.VIII.２００７,
host:Rosamultiflora,H.HARA;１♀,Samani,Mt.Apoi-dake,２１.
VI.１９５９,K.KAMIJO（HU）。
観察幼虫 Hokkaido:１larva,Nanae,Onuma,８.IX.２００６。

７）チュウレンジバチArgepagana（PANZER）

別名チュウレンジハバチ。
幼虫はバラ属の食葉性害虫として古くから知られ（渡邊，

１９３７など），また，“チュウレンジハバチ”用の農薬が各種市
販されている。しかし，本種は主として山麓地帯に発生し，
あまり多くない（奥野ほか，１９７７）。道内でも同様で，公園
や庭での発生は観察していない。なお，ヨーロッパでは害虫
として知られている（TAEGERetal，１９９８など）。

北海道に分布することを最初に示したのはTakeuchi（１９３９）
と思われるが，１９３２年に道内で採集された標本を確認した（検
査標本参照）。
形態 本種はアカスジチュウレンジと極めてよく似ている。

区別点についてはアカスジチュウレンジの下で記述した。成
虫についてはTAKEUCHI（１９３２，１９３９）や富樫（１９６５），幼虫

（写真－８～１０）については奥谷ほか（１９５９）を参照。上住
（２００３b）の成虫写真や藤原（２００４）の幼虫写真はアカスジチ
ュウレンジと考えられる。
生態 アカスジチュウレンジと同様である。宿主はセイヨ

ウバラ・ノイバラ・ニオイバラ（奥谷，１９６７），オオタカネ
バラ（初記録，検査標本参照）。北海道では成虫は６月中旬
～７月上旬に採集されただけであるが，６月下旬～７月上旬に
採集された幼虫は７月上旬～８月上旬または翌春に成虫にな
った（検査標本参照）。このため，年２回発生だが，年１世
代と年２世代の生活環が混在しているようである。雌成虫は
新梢を縦に裂き，数十卵をかためて産む；幼虫は群生するこ
とが多く，小葉の主脈を残して食害する（奥谷ほか，１９５９）。
分布 北海道・本州・四国・九州・サハリン・朝鮮半島・

中国・モンゴル・シベリア・ヨーロッパ（TAKEUCHI，１９３９）。
道内では深川・八雲・函館で採集した（検査標本参照）。

被害 道内でも主に山地の野生のバラ属に発生するため食
害は問題にならない。集団性のため食害は目につきやすいが，
木全体の葉を食べつくすような被害は観察していない。
防除 現状では不要である。
検査標本 Hokkaido:１♀,Fukagawa,Takadomari,８.VII.

２００６,H.HARA;１♀１♂（HH０６０７０８A）,同前ただし,col.１３
gregariousmiddle-larvae,８.VII.２００６,madecocoons１４−１６.VII.,
em.２５−２８.VII.２００６,host:Rosaacicularis;２♀（HH０６０７０８B）,同
前ただし,col.１１gregariouslarvae８.VII.２００６,madecocoons１５
−１６.VII.,em.１−４.VIII.２００６;１♀（HH０６０７０８C）,同前ただし,
col.９ gregariouslarvae８.VII.２００６,madecocoons１８−２０.VII.,
em.４.VIII.２００６;１♀,採集地同前,１４.VI.２００７,H.HARA;７♀９♂

（HH０７０７０１F）,同 前 た だ し,col.２０gregariouslarvae１.VII.
２００７,madecocoons１１−１６.VII.,６♀４♂em.２２−２６.VII.２００７,１♀５
♂em.２.IV.−５.V.２００８,host:Rosaacicularis;６♀（HH０７０７０１M）,
同前ただし,col.１６gregariouslarvae１.VII.２００７,madecocoons
１５.VII.,５♀em.２８−３１.VII.２００７,１♀em.９.V.２００８;１♀,Yakumo,
２８.VI.１９３２,H.SUGIURA;８♀２♂（HH０７０６２１B）,Hakodate,Mt.
Hakodate-yama,col.１１gregariousmiddlelarvae２１.VI.２００７,
madecocoons２６.VI.−２.VII.,em.８−１６.VII.２００７,H.HARA。

８）カンバルリチュウレンジArgepullata（ZADDACH）

別名カンバチュウレンジ。
シラカンバの食葉性害虫である。１９５６年に長野県で被害が

発生し，国内における分布が初めて確認された（滝沢，１９６２）。
北海道では比較的最近TOGASHI（１９９８）により初めて分布が確
認され，HARA&SHINOHARA（２００８）により被害が報告された。
北海道・本州どちらにおいても１９２０年台採集の古い標本が確
認されているため（HARA&SHINOHARA，２００８参照），外来種
とは考えにくい。ヨーロッパでもカバノキ属の害虫として知
られている（TAEGERetal，１９９８など）。
形態・生態 滝沢（１９６２）及びHARA&SHINOHARA（２００８）

を参照。後者に被害診断の参考になる写真が掲載されている。
田辺（１９７９）の幼虫写真はハバチ科ヒゲナガハバチ亜科の種
である。
分布 北海道・本州・ヨーロッパ・シベリア・ロシア極東

・サハリン・中国；道内では網走・釧路・十勝・空知・石狩
地方で確認されている（TOGASHI，１９９８；HARA&SHINOHARA，
２００８）。
被害 本州では長野県における被害が１例知られ，連年連

続して被害を受けたものは生長が悪くなり，枯死したものも
認められている（滝沢，１９６２）。北海道では２００１年以降，札
幌市街地で食害が目立つようになり，小さな木では全葉を失
うような食害が観察されている（HARA&SHINOHARA，２００８）。
食害木の枯死は確認していない。デンマークでは幼虫を食べ
た動物が幼虫の毒で死んだ報告（THAMSBORGetal，１９８５など）
があるが，他では例がない（HARA&SHINOHARA，２００８参照）。
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防除 幼虫は群生しているので枝葉ごと取り除く。

９）ルリチュウレンジArgesimilis（VOLLENHOVEN）

古くからツツジ属の害虫として知られている（井伊，１９３４
など）。北海道から最初に記録したのはTAKEUCHI（１９３２）と思
われる。道内では被害記録はないが，公園や庭で時々みられ
る。
形態・生態 井伊（１９３４）や奥野ほか（１９７７）に詳述され

ている。また，成虫の形態についてはTAKEUCHI（１９３２，１９３９）
や富樫（１９６５），幼虫の形態については奥谷ほか（１９５９）を
参照。被害診断の参考となるカラー写真が上住（２００３，成虫
・幼虫・被害），藤原（２００４，幼虫），原・篠原（２００５b，成虫
・幼虫），山田（２００５，幼虫），原ほか（２００６，幼虫）に掲載
されている。宿主はツツジ属各種であるが，シャクナゲ類は
食害をみない（奥谷，１９６７）。道内では成虫が６月下旬～９
月中旬に採集されている（検査標本参照）。生活環の詳細は不
明である。
分布 北海道・本州・四国・九州・八丈島・対馬・屋久島

・トカラ中之島・沖縄本島・朝鮮半島・中国・台湾（阿部・
富樫，１９８９）。道内では岩見沢・札幌・むかわ（穂別）・七飯
で確認している（検査標本参照）。
被害 多発すると樹全体を丸坊主にし，樹を枯らすことが

ある（井上，１９６０）。道央や道南では公園で時々食害が目立
つが，樹全体の葉を食べつくすような被害は観察していない。
防除 幼虫を捕殺する（奥野ほか，１９７７）。“つつじ類”の

“ルリチュウレンジハバチ”に適用できる農薬としてペルメト
リンエアゾル（商品名サンフラパーＡ・普通物・魚毒性C），
アセフェート・ＭＥＰエアゾル（商品名オルトランＳ・普通
物・魚毒性A及びB）などがある。
検査標本 Hokkaido:１♀,Iwamizawa,Higashiyama,２８.VIII.

２００４,H.HARA;３♀５♂,Sapporo,HokkaidoUniversity,２４.VIII.
２００３,H.HARA（HFRIinpart）;３♂（HH０３０９０７B）,同 前 ただし,
col.larvae２４.VIII.２００３,madecocoons１５.IX.,em.２７.IX.
２００３;３♂,採集地同前,１５.IX.２００３,H.HARA;１♀
（HH０７０８１４M）,Mukawa,Hobetsu,１４.VIII.２００７,H.HARA（laid
eggsonRhododendronsp.）;７♀３♂（ProgenyofHH０７０８１４M）,
oviposited１４−１７.VIII.２００７,hatched２４.VIII,madecocoon
６−１１.IX.,em.２３−２７.IX.２００７,host:Rhododendronspp.H.
HARA;１♂,Nanae,Mt.Yokotsu-dake,１９−２０.VI.２００７,A.
SHINOHARA。

３B．クワガタハバチ亜科Sterictiphorinae

樹木害虫としてニレクワガタハバチを初めて記録する。ク
ワガタハバチ亜科の幼虫は腹部末端（第１０節）に小突起を持
つ。

１）ニレクワガタハバチAprocerosleucopodaTAKEUCHI

１９３８年に札幌で採集された標本に基づきTAKEUCHI（１９３９）に
より新種記載された。被害記録はないが，ノニレで激しい食
害を観察している。本種は日本応用動物昆虫学会（２００６）の

「農林有害動物・昆虫名鑑」には掲載されていない。
形態・生態 成虫の形態についてはTAKEUCHI（１９３９），幼虫

の形態や生態については原・篠原（２００５b）を参照。後者に被
害診断の参考になる写真が掲載されている。宿主はノニレ

（TAKEUCHI，１９３９），ハルニレ（内藤ほか，２００４）。素木（１９５２）
はタモとしているが（引用元不明），再確認が必要である。
分布 北海道（TAKEUCHI，１９３９），本州（内藤ほか，２００４），

中国（WU，２００６）。最近ヨーロッパでも発生が確認されてい
る（S.M.BLANK私信，２００９）。道内では札幌（TAKEUCHI，１９３９），
大雪山（TOGASHI，１９６８）のほかに新得・深川・美唄・千歳・
むかわ（穂別）・函館で確認している（検査標本参照）。
被害 １９９１～１９９３年に新得町の庭のノニレ２本（樹高約３

～５m）が連年激しく食害され枝枯れが生じた。ハルニレに
も普通にみられるが，激しい食害は観察していない。
防除 幼虫や繭を取り除く。
検査標本 Hokkaido:１♀（Ph９１０７１２F）,Shintoku,col.larva

１２.VII.１９９１,madecocoon.１６.VII.１９９１,em.２３.VII.１９９１,
host:Ulmuspumila,H.HARA;１１♀,同 前 た だ し,col.larvae１２.
VII.１９９１,madecocoons１４−１６.VII.１９９１,em.１８−２３.VII.１９９１;
３♀,採 集 地 同 前,１８.V.１９９２,onUlmuspumila,H.HARA;１♀
（HH０７０６０２A）,同前ただし,col.larva２.VI.２００７,em.１７.VI.
２００７,host:Ulmuspumila,H.HARA（laid８ eggsonUlmus

davidianavar.japonicaincage１７−１９.VI.２００７;larvaehatched２３
−２４.VI.２００７,butdied）;１♀（HH０７０６０２B）,同 前 た だ し,col.
larva２.VI.２００７,em.１８.VI.２００７（laid７ eggsonUlmus

davidianavar.japonicaincage１８−２０.VI.２００７;larvaehatched２４
−２５.VI.２００７,butdied）;１♀（HH０７０６０２C）,同前ただし,col.
larva２.VI.２００７,em.１８.VI.２００７（laideggsonUlmus
davidianavar.japonicaincage１８−２０.VI.２００７;larvaehatched２５
−.VI.２００７,madecocoons１１−１６.VII.２００７,butnotem.）;１♀
（HH０７０６０２D）,同前ただし,col.larva２.VI.２００７,em.１８.VI.
２００７（laideggsonUlmusdavidianavar.japonicaincage１８−２１.
VI.２００７;larvae hatched２４−.VI.２００７,butdied）;１♀
（HH０７０６２４G）,Fukagawa,Takadomari,col.larva２４.VI.２００７,
madecocoon３０.VI.２００７,pup.３.VII.２００７,em.５.VII.２００７,
host:Ulmusdavidianavar.japonica,H.HARA（laideggson
Ulmusdavidianavar.japonicaincage５−７.VII.２００７;larvae
hatched９−１０.VII.２００７,butdied）;１♀（HH９４０６０７D）,Bibai,
Koshunai,col.larva３１.V.１９９４,madecocoon１１.VI.１９９４,em.
１７.VI.１９９４,host:Ulmusdavidianavar.japonica,H.HARA;４♀,
同前ただし,col.larvae７.VI.１９９４,em.１８.VI.１９９４;１♀
（HH０７０６１０A）,同前ただし,col.larva１０.VI.２００７,made
cocoon１６.VI.２００７,em.２１.VI.２００７（laid４９eggsonUlmus
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davidianavar.japonicaincage）;２♀（progenyofHH０７０６１０A）,
fromeggslaid２３−２５.VI.２００７,hatched２８−３０.VI.２００７,made
cocoons１６.VII.２００７,em.２２.VII.２００７,host:Ulmusdavidiana
var.japonica（１♀laid４４eggsincage２２−２３.VII.２００７;larvae
hatched２６−.VII.２００７,butdied）;１♀（HH０７０６１０B）,採集地同
前,col.larva１０.VI.２００７,madecocoon１４−１７.VI.２００７,em.２３.
VI.２００７,host:Ulmusdavidianavar.japonica,H.HARA（laid３３
eggsonUlmusdavidianavar.japonicaincage２３−２５.VI.２００７;
larvaehatched２９−３０.VI.２００７,madecocoons１７.VII.２００７,but
notem.）;１♀（HH０７０７０７C）,Sapporo,HokkaidoUniversity,col.
cocoon７.VII.２００７,em.１０.VII.２００７,onUlmuspumila,H.
HARA（laideggsonUlmusdavidianavar.japonicaincage１０−１６.
VII.２００７;larvaehatched１８−.VII.２００７,butdied）;１♀
（HH０７０７０７F）,同前ただし,col.larva７.VII.２００７,em.１５.VII.
２００７,host:Ulmuspumila（laid４３eggsonUlmusdavidianavar.
japonicaincage）;５♀（progenyofHH０７０７０７F）,fromeggslaid
１５−１７.VII.２００７,hatched１８−２０.VII.２００７,madecocoons,２−５.
VIII.２００７,pup.５−６.VIII.２００７,em.８−１０.VIII.２００７,host:
Ulmusdavidianavar.japonica;１♀（HH０７０７０７H）,採集地同前,
col.larva７.VII.２００７,em.１６.VII.２００７,host:Ulmuspumila,H.
HARA（laid２８eggsonUlmusdavidianavar.japonicaincage１６−
１７.VII.２００７;larvaehatched２１.VII.２００７,butdied）;３♀,採集地
同 前,col.larvae７.VII.２００７,madecocoons１０−１６.VII.２００７,
em.１８−２０.VII.２００７,host:Ulmuspumila,H.HARA;１♀

（HH０７０７２９C）,Chitose,Rankoshi,col.larva２９.VII.２００７,made
cocoon２−５.VIII.２００７,em.８.VIII.２００７,host:Ulmusdavidiana
var.japonica,H.HARA;１♀,Mukawa,Hobetsu,col.larva９.VII.
２００７,madecocoon１４−１６.VII.２００７,em.１８−２０.VII.２００７,host:
Ulmusdavidianavar.japonica,H.HARA;３♀,Hakodate,Kikyo,
col.larvae１７.VII.２００８,em.２５.VII.２００８,host:Ulmus
davidianavar.japonica,H.HARA（HFRIinpart）。

４．コンボウハバチ科Cimbicidae

日本産の種はコンボウハバチ亜科とアシブトハバチ亜科に
分けられる。どちらの幼虫も広葉樹の葉を食べる。
本科の幼虫はチョウやガ（鱗翅目）の幼虫に似る。区別点

はミフシハバチ科の下に記した。ハバチ亜目の他科との区別
点は，腹部１～８節背面の小環節数が７（背面のしわが６本），
腹脚が腹部第２～８・１０節にあること，腹部の気門上部に体
液の分泌腺があること，触角が１節などである（SMITH&
MIDDLEKAUFF，１９８７）。

４A．コンボウハバチ亜科Abiinae

最近になって次の１種の食害が確認された。

１）オオルリコンボウハバチOrientabiarelativa（ROHWER）

幼虫はタニウツギ属の葉を食べる。本種は１９１０年に日本

（産地不詳）から新種として記載された種で，本州にのみ分
布することが知られていたが（TAKEUCHI，１９３１；阿部・富樫，
１９８９），被害記録はないようであり，日本応用動物昆虫学会
（２００６）の「農林有害動物・昆虫名鑑」にも掲載されていな
い。北海道からはTOGASHI（１９９８）により１９９２年に採集された
標本に基づき初めて記録された。道内では庭木における食害
を２００４年以降確認している。
成虫は比較的大形（体長１６～１８mm）で採集されやすいと

考えられるが，北海道大学総合博物館及び国立科学博物館で
道内産標本を確認できなかった。このため，国内外来種の可
能性がある。
形態 幼虫（写真－１１～１２）は終齢で体長４５mm；頭部は

黒色，胸脚は淡い黄土色；胸腹部は背面が暗い灰褐色，腹面
が淡い黄土色，背面には多数の小さな白色円錐状突起が横に
並ぶ（福田１９６８も参照）。道内に分布する良く似たルリコンボ
ウハバチOrientabiajaponica（CAMERON）もタニウツギ属を宿
主とするが，この種は終齢で体長３０mm，背面が黒色で腹面
が黄白色で境界が明瞭である（奥谷ほか，１９５９；福田，１９６８）。
成虫についてはTAKEUCHI（１９３１，１９３９），富樫（１９６５）を参照。
生態 宿主はタニウツギ属のタニウツギ（富樫，１９６５），

ニシキウツギ（福田，１９６８）。道内では庭木のハコネウツギ
と思われる木で幼虫を確認しているが，タニウツギでは未確
認である。北海道では成虫は７～８月に現れる（TOGASHI，
１９９８；木野田，２００６）。年１回発生のようで，幼虫は単独性，
７～８月に観察され，飼育下では土中で繭を作り，翌年成虫
が羽化した。成虫はノリウツギの花に集まる（福田，１９６８）
分布 北海道（TOGASHI，１９９８），本州（TAKEUCHI，１９３１）。

道内では樽前山（TOGASHI，１９９８）のほかに札幌・苫小牧・長
万部で確認している（被害及び検査標本参照）。
被害 ２００４年７月末に札幌の庭のハコネウツギと思われる

木で激しい食害を観察した。また，２００７年に苫小牧で食害が
発生し相談を受けた。
防除 幼虫を捕殺する。体液を分泌するのでゴム手袋をす

ること。
検査標本 Hokkaido:２♀,Oshamanbe,Oshamanbe,col.larvae

２１.VIII.２００８,madecocoons２５.VIII.,em.２３−２４.V.２００９,host:
Weigela?coraeensis,H.HARA。

４B．アシブトハバチ亜科Cimbicinae

樹木害虫としてカラフトモモブトハバチ１種が知られてい
る。渡邊（１９３７）は他に“ルリアシブトハバチ”（＝ルリモモ
ブトハバチCimbexconnatusjaponicusKIRBY,１８８２），“ヤナギノ
ハバチ”（＝ウスキモモブトハバチCimbexluteus（LINNAEUS,
１７５８））を害虫として挙げているが，被害記録はなく，日本
応用動物昆虫学会（２００６）の「農林有害動物・昆虫名鑑」に
も掲載されていないので除外した。
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１）カラフトモモブトハバチCimbexfemoratus（LINNAEUS）

別名カラフトアシブトハバチ，タカネアシブトハバチ，タ
カネモモブトハバチ。
幼虫はシラカンバの食葉性害虫である。日本応用動物昆虫

学会（２００６）の「農林有害動物・昆虫名鑑」には掲載されて
いない。１９０９年に北海道で採集された標本がある（HARA&
SHINOHARA，２０００参照）。山口・小泉（１９７７）が最初の被害記
録と思われる。
形態・生態 HARA&SHINOHARA（２０００，成虫の形態），原（２００５，

成虫の形態・生態），原・篠原（２００５c，幼虫の形態・生態）
を参照。宿主はシラカンバ・ダケカンバ・ヤエガワカンバ
（HARA&SHINOHARA，２０００）。平野部で大発生するものは成虫
の腹部がたいていオレンジ色で成虫出現時期が７月，幼虫食
害時期が８～９月である。
分布 北海道・本州・四国・ヨーロッパ～シベリア・沿海

州・中国・朝鮮半島・サハリン・南千島；道内では利尻島，
網走・釧路・十勝・上川・空知・石狩・後志・日高・桧山地
方というようにほぼ全道的に分布する（HARA&SHINOHARA，
２０００参照）。
被害 １９７６年に“コンボウハバチの１種”がシラカンバ公

園樹で大発生した（山口・小泉，１９７７）。それ以降，被害は
１９７８～７９・１９８２・１９８５～８６年に札幌，１９９３年に帯広で観察さ
れている（小泉，１９７９，“キイロアシブトハバチ（？）”；小泉，
１９８０，“キイロアシブトハバチ”；小泉，１９８３，“コンボウハバ
チの１種”；吉田，１９８７a，“コンボウハバチの１種”；吉田，１９８７b，
“シラカンバのコンボウハバチの１種”；福山ほか，１９９４，“カ
ンバコンボウハバチ”）。これらの記録はいずれも本種の被害
と考えられる（HARA&SHINOHARA，２０００）。記録されている
被害樹種はシラカンバだけで，被害発生箇所は明記されてい
る限りでは公園樹・庭園樹だけである。他のカバノキ属や森
林では被害は観察されていない。食害による枯死木の発生は
記録がない。
防除 幼虫や成虫を捕殺する。大きいので見つけやすい。

幼虫は体液を分泌するのでゴム手袋をすること。
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写真－１～３ ハラアカトウヒヒラタハバチ：１．エゾマツ上の幼虫の巣，新得，１９９２年７月１３日撮影；２．同巣内の老齢幼虫
（体長２０mm）；３．雌成虫，新得，１９９２年５月２８日採集。

写真－４ ウンモンチュウレンジ：アズキナシ上の老齢幼虫，苫小牧，２００８年８月７日撮影。
写真－５～６ リンゴチュウレンジ：エゾノコリンゴ上の終齢幼虫（体長２３mm），千歳，２００８年８月７日撮影。
写真－７ ニホンチュウレンジ：ノイバラ上の終齢幼虫，美唄市街，２００４年８月１日撮影。
写真－８～１０ チュウレンジバチ：８．オオタカネバラ上の中齢幼虫，深川鷹泊，２００６年７月８日撮影；９．終齢幼虫側面（８を
飼育，体長１７mm），２００６年７月１６日撮影；１０．同背面。

写真－１１～１２ オオルリコンボウハバチ：１１．ハコネウツギ？上の終齢幼虫（背面），長万部，２００８年８月２１日撮影；１２．同側
面。

すべての写真は筆者が撮影した。
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